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8月の降水量の合計（mm）

※H25～R3の9ヵ年データから作成。

R3

H30

令和4年7月13日庄内そば通信
第１号

庄内総合支庁農業技術普及課 TEL: 0235-64-2103 FAX: 0235-64-2104

安定多収のポイントを再確認！

１．圃場の排水性の確保(最重要)

※H25～R3の9ヵ年の鶴岡市の平均単
収(農水省統計)とアメダスデータ鶴
岡から作成。

ソバの平均単収と8月の降水量の関係

２．目標施肥量・土づくり資材

ソバは湿害に弱
い。排水対策で
降雨に備える。

ソバの平均単収は、8月の降水量が多いほど少な
い傾向がある。必ず明渠、暗渠・補助暗渠を施
工して降雨時の水の停滞を防ぐ。

３．播種適期と播種量

成分 窒素 リン酸 カリ

kg/10a 2.0～4.0 6.0～9.0 6.0～9.0 

過度の窒素施肥は徒長・倒伏に繋がるので避ける。
野菜後作の場合は、窒素を施用しない。
窒素だけでなく、リン酸・カリも十分量施用する。
土壌ｐH6.0を目標に石灰資材等を投入する。
土壌診断に応じた肥料・土づくり資材を施用する。

排水口

補助暗渠
(弾丸暗渠や
サブソイラ)

額縁明渠

圃場内明渠

明渠・暗渠の施工例

訪花昆虫の活発化する時期に開花期を合わせるた
め、また、結実・登熟に最適な気温・日照を確保
するために、適期に播種する。

天気予報を確認し、播種後に晴れの続く日をね
らって播種する(播種後の大雨で出芽率が低下)。

播種適期(月日)

平坦部 中山間

8月1日～8月10日 7月25日～8月5日

播種量(㎏/10a)

散播 条播

7～8 5～6

散播では、砕土率を十分(2cm以下の土塊が7割)
にし、播種後にロータリ等で浅く土壌に混和する
ことで、苗立ち数を確保する。

暑い日は20分おきに休憩・水分補給！

排水口まで
つなぐ！
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R3実証圃の結果から

〈鶴岡市上郷〉播種方法(条播・散播)を見直す！
【実証内容】条播(機械播種)による安定多収化。

実証圃の収量と容積重
品種:「でわかおり」、播種日:7/31
※歩刈調査による。

条播 散播
生育の揃いが良好で、
散播よりも分枝数が
多かった。

苗立ち過多で、茎が
細く、開花期以降の
倒伏が顕著だった。

実証圃の収量と容積重

品種:「山形BW5号」、播種日:8/5
※歩刈調査による。

施肥
現物量
kg/10a

投入量(成分kg/10a)

窒素 リン酸 カリ

目標量 - 2.0～4.0 6.0～9.0 6.0～9.0 

実証圃
施肥量

化成14-14-14 30 4.2 4.2 4.2 

鶏糞燃焼灰 15 0.0 3.9 2.4 

合計施肥量 - 4.2 8.1 6.6 

そばの目標施肥量と実証圃における施肥量

化成14-14-14の
み(慣行圃)の場
合、リン酸・カ
リの施用量が目
標量に満たない。

実証圃の土壌分析結果(成熟期頃)

区 土壌pH
有効態リン酸

(mg/100g乾土)

実証圃 6.2 23 
慣行圃 5.7 17 

〈鶴岡市宝谷〉土づくり・施肥量を見直す！
【実証内容】施肥改善(鶏糞燃焼灰でのリン酸・カリ供給)による安定多収化。

播種方法 条播：機械播種、散播：動散による種子散布後、ロータリーによる土壌混和。
播種量 条播：5㎏/10a、散播：8㎏/10a
概容 播種以降、好天日が続いたことから、条播・散播とも苗立ちが極めて良好であった。苗立ち数
は、条播が100本/㎡程度、散播が200本/㎡程度で、播種量の差で苗立ち数に差が生じた。散播では、
苗立ち数が過多であったことから、開花期以降の倒伏が顕著であった。収量は、条播の方が散播より
も多く、条播の分枝数が散播より多かったことや、散播で倒伏したことが収量に影響したと考えられ
た。条播は、播種深度が一定で苗立ち数が安定しやすいため、播種量を散播よりも少なくでき、また、
動散による播種と播種後ロータリー耕の手間が無いため、省力的な播種方法であった。

施肥 実証圃：化成14-14-14 30㎏/10aのみ
慣行圃：化成14-14-14 30㎏/10a

鶏糞燃焼灰 15㎏/10a
播種 両圃場とも6㎏/10a(散播)
概容 リン酸・カリを含み、アルカリ性の資材である鶏糞
燃焼灰を施用した実証圃では、慣行圃よりも土壌pHと有効
態リン酸の含量が高くなった。収量は実証圃の方が慣行圃
よりも多く、容積重(品質)は同等であった。
ソバは、窒素の多施用が倒伏・減収に繋がる。鶏糞燃焼

灰は、リン酸・カリのみを供給しつつ、土壌ｐHを矯正す
る場合に有効な資材と考えられた。
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